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はじめに

エミール･ゾラの長編小説第2作『死せる女の願い』(エeF由1JdJ㍑〃e〃70〃セ)

は､1866年9月11日から26日まで日刊紙『レヴェヌマン』(エ,丘v∂乃e椚e乃J)

に連載され､同年11月に､別の4つの短編とともに､アシル･フォール社か

ら単行本として出版された1｡ゾラ最初の自然主義小説『テレーズ･ラカン』

(乃占r∂∫e鮎ヴ〟古刀)が刊行される1年前のことである｡ゾラの友人ポール･ア

レクシは､『死せる女の願い』において､ゾラは｢芸術的な志向を実現する小

説ではなく､もっぱら新聞向けの､予約購読者を楽しませることを目的とす

る作品を書こうとした2｣と証言している｡実際､この小説は､当時の｢ロマ

ン=フィユトン｣(新聞連載小説)がそうであるように3､大衆受けを狙った

メロドラマ的な物語であるが､不評のために第1部が終わった時点で連載が

打ち切られ､未完のまま終了する｡駆け出しの作家であったゾラが､おそら

く生活のために､娯楽作品を書こうと試みて失敗したのである｡

このような経緯もあって､『死せる女の願い』は､一般に芸術的価値が低い

作品と見なされており､これまで本格的な研究の対象になることがあまり多

くなかった4｡しかし､この小説は､｢ロマン=フィユトン｣の紋切型だけでは

1初版から23年後の1889年10月に､シヤルパンティエ社から第2版が刊行されるが､

その際､ゾラは表現のレベルで大幅な修正を加えた｡ストーリーに変化はないが､メ

ロドラマ的な大げさで冗長な言葉遣いを削除あるいは訂正している｡本稿では､現在

刊行中のヌーヴォー･モンド版の全集に収められた1866年のヴァージョン(Zola,上e

侮ud'unemorte,in(Euv7VSCOn7Pl∂tes,t.11,NouveauMonde,2002,PP.11-111)をテキスト

として使用する｡以後､このテキストから引用する場合､引用文後の括弧内にべージ

数を記す｡

2paulAlexis,2bla.Notesd'unami,MaisonneuveetLarose,2001(1ere6d.1882),P.69.

319世紀の｢ロマン=フィユトン｣については､L.Quef指1ec,LeYVmanてfbuilletonj[ancais

au.Wsi∂cle,PUF,COll.((queSaisJe〉〉,1989を参照のこと｡
4『死せる女の願い』に関する研究としては､JohnC.Lapp,LesRacinesdunatLiralisme:

2bla avantles Rougon-Macquart(traduit del'aTnericairlPar Darlielle Lapp),Bordas,
PP.65-82;ColetteBecker,LesAIPrentissagesdeZbla:dupo∂teromantiqueau7T)manCier

〃α加■αJ～.晦PUF,1993∋PP.282-290などがある｡
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なく､後のゾラの小説群において展開されることになる､もろもろの重要な

テーマを内包しており､この作家の小説世界を語るうえで､決して看過でき

ない作品である｡本稿では､初期ゾラの異色作『死せる女の願い』から､い

くつかの主題系を抽出することによって､『ルーゴン=マッカール叢書』の作

者の小説的想像力の源泉を探っていきたい｡

理想主義小説

前述したように､『死せる女の願い』は未完であり､第1部しか善かれてい

ない｡ゾラが第2部以降をどのように構想していたのかは不明だが､この第

1部だけでひとつの完結した物語となっている｡主人公ダニエル･ランボー

は､ブランシュ･ド･リヨンヌという貴婦人に庇護されて育った孤児である｡

ブランシュは死の床で､ダニエルに､幼い娘のジャンヌの成長を守護天使と

して見守るという使命を託す｡ブランシュの死後､ジャンヌは修道院に入れ

られ､ダニエルは一文なしになって路頭に迷うが､偶然出会ったジョルジュ･

レモンと親友になり､彼の助けで仕事を見つける｡12年後､修道院を出たジ

ャンヌは裕福なおばのテリエ夫人の家に引き取られる｡ダニエルは秘書とし

てテリエ家に入り､ジャンヌの幸福のために盲目的に献身する｡しかし､彼

女が､金持ちで計算高いロランと結婚した時､嫉妬に苦しんだダニエルは､

ジャンヌに対する自らの恋愛感情に気づく｡ロランの急死後､ジャンヌはダ

ニエルの親友ジョルジュと相思相愛の仲になる｡ダニエルは､彼女の幸福の

ために自らの思いを犠牲にして2人を結婚させ､この世を去る｡

『死せる女の願い』は､ジャンヌの守護天使となったダニエルの自己犠牲

を主題とした教訓的な物語である｡そして､｢みなしご｣や｢犠牲的行為｣の

テーマに見られるように､メロドラマ的な色彩が強いこの作品は､同時代に

流行していたオクターヴ･フィエらの体制順応的なブルジョワ向けの｢理想主

義小説｣にかなり類似している5｡上流社会を舞台にして展開されるロマネス

クな物語と､感傷的な恋愛心理分析を特徴とするこのジャンルの小説は､現

在ではほとんど読まれないが､第二帝政期には､制度的に公認された正統的

5フィエの小説は､月2回発行の雑誌『両世界評論』(月ev〟ede∫βe㍑∬〟0乃deぶ)に発表

されており､｢ロマン=フィユトン｣ではない｡しかし､特に第二帝政期以降は､新聞

と雑誌の両方に書く作家が増えたこともあって､雑誌連載の小説と｢ロマン=フィユ

トン｣は似たような特徴を有するようになる｡この点に関しては､L.Quef琵Iec,QP.Cit.,

pp.40et55を参照のこと｡

82



な小説であった6｡

周知のように､第二帝政期の小説は､検閲の絶えざる脅威にさらされてい

た｡そしてフィェのような順応主義的な作家は､｢公序良俗｣に反する危険性

のないロマネスクな世界や心理描写に逃避したのである｡シャンフルーリの

｢写実主義｣やゾラの｢自然主義｣などの第二帝政期の｢前衛的｣な小説に

敵対したのは､何よりもこの｢理想主義小説｣であった｡『死せる女の願い』の

発表当時､ゾラは､テーヌらの実証主義の影響下で､｢理想主義小説｣のアン

チテーゼといえる｢科学的｣客観性に依拠した自然主義文学の理論をすでに

確立しつつあった｡実際､同じ年に『レヴェヌマン』紙に発表していた一連

の書評においては､ゾラは､美徳を説く教訓的な小説に否定的な立場を表明

している7｡

しかし『死せる女の願い』は､｢ロマン=フィユトン｣というジャンルの要

請に従った結果､｢理想主義小説｣と同様に､ブルジョワ道徳に抵触すること

のない､ロマネスクな物語の紋切型に満ちた作品となっている｡例えば､フ

ィエの代表作『ある貧しい青年の物語』(エe鮎椚α〃d'〃乃ノe〃乃e力0椚椚epα肌柁,

1858)は､父親の破産によって貧窮に陥った主人公が､ブルターニュ地方の

貴族の館に財産管理人として働き､糸干余曲折の末に､その貴族の娘と結婚し

て財産と幸福を手に入れるというストーリーである｡この小説と『死せる女

の願い』には次のような共通点を見出すことができる｡不幸な境遇にある青

年が上流階級の家庭に雇われ､貴族の娘に恋愛感情を抱くという設定､恋敵

の登場による嫉妬の苦しみ､騎士道精神をもち恋人に献身的な主人公､善悪

二元論的な構図などである｡

そして､｢理想主義小説｣がそうであるように､『死せる女の願い』におい

ても､外的世界の写実主義的な描写よりも､登場人物の性格や心理などの内

6

この流派の代表的作家であるジュール･サンドーは､1858年に小説家としては初め

てアカデミー･フランセーズの会員となり､フィエも1862年にアカデミーに入った｡

7例えば､ゾラは､1866年3月20日の『レヴェヌマン』に掲載された書評において､

ルイ･ユルバックの小説『参事会員の庭』(エビノ由′ゼ由血c力α〃0血)を､以下のように評

している｡｢ルイ･ユルバック氏は､誠実な精神を持ち､少しお説教好きではあるもの

の､確固とした信念をもっている｡彼は芸術を道徳に結びつけようとしている｡この

素晴らしい意図に対して､ここでは拍手を送ることしかできない｡しかし､私は正反

対の考えを持っている｡芸術は､火のようにすべてを浄化するのである｣(Zola,α肌′一e▲ゞ

complates,t.X,Cercledulivreprecieux,1968,P.404)｡ゾラの｢理想幸義小説｣に対する批
判的立場については､以下の拙論く(Zolaetleromanid6alistealaSand〉),『仏語仏文学

研究』,東京大学仏語仏文学研究会,第26号,2002年,pp.253-267を参照のこと｡
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面描写のほうに重点がおかれている｡確かに､端役のキャラクターは多かれ

少なかれ類型的であるが､主人公であるジャンヌとダニエルの性格分析や内

面描写においては､ゾラ独自の主題系や想像力を透かし見ることが可能なよ

うに思われる｡以下では､この二人の主要登場人物の心理ドラマを分析して

みたい｡

ジャンヌ

ジャンヌは､6才で修道院に入り､18才まで社会から隔離されたこの特殊

な環境で育った結果､｢優雅さや感傷癖へと方向づけられた人形のような神

経質な少女｣(62)になる｡彼女は幼くして母親と死別し､修道院で孤独に育

ったため､冷淡で意地悪な女性になるが､心､の奥底には､生来の情愛深い性

格が眠っている｡｢彼女の内部には､ふたっのはっきりと異なった人格が存在

した｡それは､冷たく噺笑的な少女(中略)と､善良で美しい魂である｣(62)｡

この｢善良で美しい魂｣は､母親の助けが少しでもあれば目覚めるのだが､

その母親が不在である｡そして､修道院を出た後､｢人形のような｣ジャンヌ

は､テリエ夫人に導かれるままに､華やかな社交界生活に身を投じ､空虚で

堕落した日々を過ごす｡

しかし､ダニエルがテリエ家の秘書となり､ジャンヌを社交界の悪徳から

守るために献身するようになると､彼女の内面に変化が起きる｡｢彼は､彼女

の内部に､いわく言い難い感情をかきたてた｡この不幸な少女の奥底に眠っ

ていた情愛が密かに動き出した｣(74)｡ダニエルの存在は､ジャンヌの死ん

だ母親のいわば代役として､彼女の優しい心､を呼び覚ましたのである｡そし

て､ジャンヌは､ロランと不幸な結婚をした後､卑劣な夫に対する嫌悪感と

ともに､本当の愛情を求めるようになる｡

ジャンヌの内部に情愛が眠っている限りにおいて､そして､その情愛が彼女を

泣かせることがない限りにおいて､彼女は高慢でコケティッシュな人形のまま

でとどまっていた｡(中略)しかし､今や､彼女の心(son c(鷲∬)が声高に話し

た｡その心は､愛したいと願った｡(中略)彼女のなかで母親が訴えかけた｡彼

女の内部の人格が支配的になり､周囲の状況のみが作り上げた外部の人格を追

い払った｡ヴェールが破られた(93)｡

こうして､情愛に目覚めたジャンヌは､最後には愛する男性と結ばれること

になる｡
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このように､ジャンヌの心理ドラマは､母親の存在と結びついた生来の人

格と､修道院の教育や虚栄的な社交界生活で後天的に形成された人格の対立

にある｡そして､この図式は､『ルーゴン=マッカール叢書』(上e∫

尺川Jgり′ト･■l山(叩′`Jけ/直Jりわで′′`招′′t㌧仏･し,=一九血/し･(ハ/′∫し･ノJ〃=〟ん･･ヾ0什ヾん1しでり…/m函′t,.

1871-1893)の第2巻『獲物の分け前』(上αC乙∠r∂e,1872)のヒロイン､ルネ･

サッカールにおいて再び現れる8｡

ルネは､ジャンヌと同様に幼くして母親を亡くし､9才から19才まで､修

道院で｢風変わりな教育を受け､悪徳を学んだ9｣後､額廃した第二帝政期の

社交界において､贅沢と快楽に溺れる放蕩生活を送るようになる｡しかし､

ルネの内奥には､｢由緒ある廉潔なブルジョワの本能10｣が眠っている｡なぜ

なら､ルネの父親は貴族の末裔であり､彼女は｢家庭の美徳が栄える平穏で

慎重な人種11｣に属しているからである｡しかし､ジャンヌと異なって､ル

ネは社交界の悪影響から脱却することができず､放蕩を重ねて破産し､最後

は絶望のなかで死んでいく｡

あえて図式化すると､ジャンヌとルネは､両者とも先天的な｢良い｣性格

と､後天的に形成された｢悪い｣性格の二面性を持っている｡しかし､ジャ

ンヌの場合､内面の｢善良で美しい魂｣が完全に目覚め､彼女の人格を支配

するようになるのに対して､ルネの心の奥に眠る貞潔な本能は､彼女が退屈

したときに目覚め､彼女に後悔と絶望をもたらすという否定的な働きをする

のみである｡また､ルネの周りには､ダニエルのように美徳へと導いてくれ

る存在がいない｡逆に､ルネと関係のある男性は､夫のサッカールにせよ､

義理の息子のマキシムにせよ､彼女を堕落させ､破滅に追い込んでいく｡

この二人のヒロインの運命の遣いは､｢理想主義小説｣と｢自然主義小説｣

の世界観の違い､つまりオプチミズムとペシミズムをよく示している｡しか

し､いずれにせよ､両者とも､遺伝と環境という二つのファクターが形成し

た人格の二重性によって内面の葛藤が生まれる｡そして､主人公ダニエルの

心理ドラマにおいては､この二つの決定論的な要因による二項対立が､彼女

8

コレット･ベッケールが指摘するように､『死せる女の願い』は､『獲物の分け前』

の粗描のような作品であり､ジャンヌがルネの原型になっているばかりではなく､こ

の小説の中心となるいくつかのテーマ､例えば､金銭が支配する第二帝政期のモラル

の堕落などが扱われている｡ColetteBecker,QP.Cit.,PP.288-289を参照のこと｡
9zola,LaCur∂e,inLesRougon-Mdcquart,Gallimard,CO11･く(BibliothequedelaPleiade〉〉,t･I,

1960,p.421.

10∫わ∫dっp･334･

11麒d･,p･421･
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たちとは逆のかたちで､つまり｢遺伝=善､環境=悪｣ではなく｢遺伝=悪､

環境=善｣という図式で展開されている｡

ダニエル

ダニエルは､優しくて不器用な青年であり､ジャンヌの母親ブランシュか

ら与えられた使命に従って､愛するジャンヌのために身も心も尽してきた｡

しかし､その犠牲的行為は報われず､彼は､ジャンヌが愛しているのは､自

分の親友のジョルジュであることを知る｡そして､この残酷な成行きに対し

て怒りが沸きおこる｡

そして､彼は通りに出て､家に帰った｡その時､獣性が彼の心の奥底で目覚

めた｡絶望と狂気の恐ろしい発作に襲われた｡

ついにダニエルは反撥した｡肉体は叫び､心は犠牲を拒否した｡このまま消

え去ることはできない｡これまで､つねに身を隠し､日陰で生きてきた｡そし

て､自分に沈黙を強いて､自らの存在を折り曲げてきたのだ｡自分に対して最

高の幸臥＼があるべきなのだ(102)｡

このダニエルの発作は､内面に眠っていた感情の表出という意味で､前述の

ジャンヌの情愛の目覚めと類似している｡彼の内部で､これまでブランシュ

から与えられた使命のもとで抑圧されていた｢情念｣がi弗き起こる｡｢ダニエ

ルは自分の守護天使の役割にうんざりした｡いっも兄であって決して情人に

はなれないのだ｡この考えが頭の中で太鼓のように鳴り響いた｣(103)｡

しかし､主人公の奥底から現れたのは､ジャンヌの場合のように｢善良で

美しい魂｣ではなく､｢獣性(labetehumaine)｣という表現や､以下の引用文

が示すように､理性では制御できない盲目的な衝動である｡｢彼の体の内部に

は､出口を探して飛び跳ね､誰に飛びかかったらいいのかわからずに､怒り

にまかせてその場でくるくると回っている､たけり狂った獣(une bete

且血euse)がいた｣(103)｡ダーウィンの進化論に由来する人間の無意識に潜

む｢獣性｣のイメージは､19世紀後半のフランス思想や文学に広く浸透してい

たが､周知のように､ゾラの小説に頻出する重要なテーマのひとつでもある12｡

12ゾラの作品における(く1abetehumaine〉)のイメージとその精神分析的解釈について

は､JeanBorie,Zolaetlesmythesoudelanausdeausalut,1ibrairieg6n6rale丘an9aise,COll.

(くLeLivredePoche〉〉,2003[1er6d.1971],PP.57-170を参照のこと｡
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そして､この主題は『ルーゴン=マッカール叢書』の第17巻『獣人』(エαβ∂ね

如′椚αわ柁,1890)において最も深められることになるが､『獣人』の主人公ジャ

ック･ランチエが､本能的な衝動に突き動かされるままに殺人を犯すのに対

して､ダニエルの内部の｢たけり狂った獣｣は､差恥心とともに沈静化して

いく｡

その時､彼は大きな羞恥心に襲われた｡呆然として倒れこみ､もっと優しい

涙を流した｡肉体は沈黙し､彼は､ゆっくりとして物悲しい自分の心臓の鼓動

を耳にした｡血と神経の発作が消え去るのを待ちながら､心臓は小声でうめい

た(103)｡

注目すべきは､｢獣性｣の目覚めが､｢血と神経の発作(lacrisedusangetdes

nerfg)｣と表現されていることである｡ダニエルにおいて､そしてゾラの登場

人物今般において､無意識的な衝動は､血と神経からなる｢肉体｣の働き､

あるいは｢肉体｣そのものなのである｡例えば､『獣人』のなかでは､ジャッ

クの殺人に関して､｢血と神経の推進力によってのみ､人間は殺人を犯すt3｣

と説明されている｡ゾラにおける｢無意識｣の概念は､この意味でオリジナル

なものであり､精神分析学的な｢無意識｣とは一線を画しているといえる14｡

そして､発作が静まるとともに､ダニエルの内面で神秘的な変化が起きる｡

誰もこの人間の内部で起きたことを分析できないであろう｡ダニエルは人性

から離れ､無限かつ絶対的な愛の領域のなかに再び上昇した｡彼は､その高み

で､あらゆる善良さ､あらゆる献身､あらゆる自己犠牲を再び見出した｡少し

ずつ､大きな心地良さが彼を満たした｡肉体がより軽くなり､魂が自分に対し

て解放してくれたことを感謝しているように思えた｡彼は､あ去り考えること

なく､その変化に身をゆだねていた｡なぜなら､神(leciel)が自分のなかに入

り､聖なる仕事を成し遂げることが分かったからである｡

そして､その仕事が成し遂げられた時､ダニエルは悲しげに微笑んだ｡彼は

再び､この世のあらゆる激しい情熱と縁を切った｡肉体は克服され､魂はまも

なく消え去るであろうことを理解した｡

13zola,LaBatehumaine,inLesRougon-ルhlCquart,ed.cit.,t.TV;1966,P.1155.

14この点に関して､ジャック･ノワレは次のように指摘している｡｢ゾラにとって､無

意識とは､それと密接な関係がある遺伝と同様に､純粋に実体的なもの(substantiel)

である｡あらゆる心理的発達の前に､無意識は決定的に肉体のなかに刻み込まれてい

る｣(JacquesNoiray,(くL'angoissedelachairdansLaB∂tehumaine〉),Vbixdel'占crivain,

MilangesQ脾rtsdGり)Sagnes,Toulouse,PressesuniversitairesduMirail,1996,P.171)｡
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今や､彼は崇高なやすらぎを感じていた｡彼の聖なる女性(筆者註:ブラン

シュ)への思いが再び戻ってきた｡そして､彼女の最後の原凱､をかなえようと

いう心構えができた｡献身的行為は､より清澄でより気高い愛のもうひとつの

かたちのように思えた｡彼の深くて澄んだ目は､物事をはっきりと見ていた｡

彼の心は､決着をつけるように､つまり自己犠牲を完成させるようにと彼を駆

り立てた｡

(中略)傷ついた肉体のなかで､訴えかけてくるものはもうなかった｡彼は

すべて魂になっていた(104)｡

このように､ダニエルは､｢神｣の助けによって､人間的な｢肉体｣の欲望か

ら解放され､ジャンヌのためならどのような自己犠牲も受け入れるという｢無

限かつ絶対的な愛の領域｣に到達する｡仏教的に言うと､主人公は煩悩から

解脱し､捏柴に至ったのである｡あるいは､精神分析の見地からすると､ダ

ニエルの内面で起きた変化は､性的木能から崇高な犠牲的精神への｢昇華｣

であるともいえるだろう｡

情念と義務の戦い

ゾラは､小説家としてデビューする前の1864年に書いたガストン･ラヴァ

レーの『オーレリアン』(血r占/′e〃)という小説に関する書評のなかで､次の

ように述べている｡

人間の魂のなかでしばしば起きる恐ろしい戦いのひとつに､情熱と義務の崇

高な戦いがある｡とりわけ人間固有の崇高なドラマを糧としてきた文学作品は､

どの時代も､この悲劇的感情の大きな源である､欲望の高まりと戦う熟考した

末の意志という題材から着想を得てきた｡

とりわけ､17世紀は､この感情と受け入れるべき掟の衝突の偉大さを理解し

ていたように思われる｡一例を挙げるなら､『ル･シッド』は義務に対する厳し

い信仰によって征服された情念のモデルとして後世に残るであろう15｡

ダニエルの心､理ドラマは､このコルネイユ的な｢情念と義務の戦い｣から成

り立っている｡つまり､彼の｢肉体｣と結びついた獣性が生み出す｢情念｣

と､｢魂｣が成就しようとする使命､つまりジャンヌに献身するという｢義務｣

が対立し､最後には､｢魂=義務｣が｢肉体=情念｣を克服するのである｡こ

15zola,αuvrescon7Pl∂tes,6d･Cit･,t･X,P･314･
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のような､性的本能の盲目的な衝動と宗教的あるいは社会的なモラルの対立､

つまり､遺伝的な要素と環境によって形成された要素の対立は､ゾラが好む

｢生と死｣､｢光と闇｣などコントラストの美学と通じるものであり､彼の多く

の登場人物の心理ドラマに見出すことができる｡

このいわば自然主義版｢情念と義務の戦い｣の典型的な例は､『ルーゴン=

マッカール叢書』のなかで最もロマネスクな小説である第16巻『夢』(エビ尺∂vピコ

1888)のヒロイン､アンジェリックの場合である16｡ダニエルと同じく｢み

なしご｣の彼女は､ルーゴン家の遺伝から時に狂暴で激情的な子供だったが､

9才の時に聖堂の傍に住む信心深いユベール夫妻に引きとられてからは､お

だやかで清純な娘に育っていく｡やがて彼女の前に美青年フェリシアンが登

場し､二人は愛し合うが､やがて彼は司教の息子であり､身分違いのために

結婚は不可能であることがわかる｡その時､アンジェリックの内部で､遺伝

的な激しい情熱の炎と､宗教的な環境で育まれた服従の美徳が衝突する｡

彼女が社会的禁忌を破ってフェリシアンに会いに行こうと思うたびに､こ

の｢情念と義務の戦い｣が繰り返される｡

彼女は､しばしば､激情に打ち勝ったように思った｡彼女のうちで大きな静寂

が生まれた｡まるで他人を見ているかように､R分R身が､R己放棄の謙譲の

なかで､まったく静かに､従順な娘のように脆いている姿が見えるような気が

した｡それはもう彼女ではなく､彼女がそうなったところの､環境と教育が作

り上げたところの賢明な少女だった｡しかし､そのあと､血の潮が湧き上がり､

彼女をぼんやりとさせた｡その美しい健康や燃えるような若さが､逃げ出した

雌馬のように駆け回った｡そして､彼女の騎りや情熱とともに､彼女の起源で

ある荒々しい未知のものに身を任せるのだった】7｡

このアンジェリックの内面の｢逃げ出した雌馬(cavales6chappees)｣や｢彼

女の起源である荒々しい未知のもの(1,hlCOnnuviolentdesonorig血e)｣は､ダ

ニエルの内部の｢たけり狂った獣｣や『獣人』の主人公を殺人へと駆り立て

る発作と同じ本能的衝動だといえる｡しかし､最後には､環境や教育の影響

によって形成されたキリスト教的な｢自己放棄の謙譲｣がこの衝動を克服す

るに至る｡つまり､ダニエルの場合と同様に､｢義務｣が｢情念｣に勝るのであ

16ゾラは『夢』の準備草稿において､｢情念と義務の永遠の戦い(1alutte6terne11edela

passion et du devoir)｣を作品のテーマのひとつにすると言明している(Bibliotheque

NationaledeParis,NouvellesAcquisitionsFranGaises,ManuscritslO323,f)217)｡
17zola,LeR占ve,inLesRougon-Macquart,6d･Cit･,t･1V,1966,P･955･
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る18｡

先に見たように､ダニエルが｢獣性｣を克服できたのは｢神｣の説明不可能

な働きによるものであったが､アンジェリックの本能的衝動も､最終的には､

彼女の意志とは関係がない｢恩寵(1agrace)｣と呼ばれるものの働き19によっ

て抑制される｡両者の場合とも､自らの意識の外にある超越的な力によって

｢情念｣が克服されるという意味では､キリスト教的､神秘主義的なドラマ

である｡しかし､ダニエルもアンジェリックも､その性的欲望､精神分析用

語を使えば｢リビドー｣が消え去った後は､肉体的に衰弱するばかりであり､

物語の最後で死んでしまう｡彼らの死に至る過程は､キリスト教的人間観と

対立するゾラ特有のヴィジョンを象徴的に表しているように思われる｡つま

り､｢獣性｣は生命の根源的なエネルギーであり､｢リビドー｣の消滅は､生命

そのものの終蔦なのである｡

自己犠牲

ダニエルは内なる｢獣性｣を克服した後､愛するジャンヌを親友のジョルジ

ュに譲り､ふたりを結婚させる､という最後の自己犠牲を実行する｡このよ

うな犠牲的行為は極めてメロドラマ的な主題といえるが､ジャック･ノワレ

が指摘しているように､｢犠牲｣(sacriBce)は､ゾラの全時期の作品にオブセ

ッションのように現れるテーマでもあり､この作家のほとんどの小説に､自

ら進んで､あるいは､周囲の状況によってやむを得ず､何らかの犠牲となる

人物が登場している20｡

ゾラの登場人物の｢犠牲｣にはいくつかの形態があり､例えば､前述した

『獲物の分け前』のルネは､額廃した第二帝政期の社交界の悪環境の犠牲と

18｢情念と義務の戦い｣はアンジェリックだけではなく､ユベール夫妻やフェリシアン

の父親であるオートクール司教においても見出され､それぞれの｢戦い｣C7)間には密

接な影響関係がある｡『夢』の登場人物の心理的葛藤についての精神分析的な解釈につ

いては､Adolfb Fernandez-Zo了1a,((Lejeu desimaginaires dans Le Rave〉〉∋Les Cahiers

乃αれ′rα/f∫fビ∫,nO62,2002,pp.153-170を参照のこと｡
】9ァンジェリックにおける｢恩寵｣とは､神秘的な環境や宗教的教育の効果のことであ

り､本来のキリスト教的な意味での｢恩寵｣ではなく､極めて｢自然主義的な｣事象で

ある｡この点に関しては､SophieGuermes,(くLa"philosophiecachee"duR@ve〉〉∋LesCahlers

〃α加一α鉦汀e∫,nO76,2002,pp.49-65を参照のこと｡
20JacquesNoiray,((DeLa

ConfbssiondeClaudeaJ'accuse:formeSetSigni丘cationsdu

SaCri丘ce dansl'∝uVre d'Emile Zola〉),LireD∂一Jije 乱4,Nouveau Monde,2004,

pp.275-293.
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なり身を滅ぼしていく｡そして､ダニエルの自己犠牲は､『ルーゴン=マッカ

ール叢書』の第12巻『生きるよろこび』(上α血ね滋vfv7で∋1884)のポーリー

ヌ･クニュや､『三都市』(上e∫肋∠∫析鮎∫,1894-1898)の第3巻『パリ』(A∬毎

1898)のギヨーム･フロマンの自己犠牲のかたちと同じである｡つまり､自

己の｢情念｣を犠牲にして､愛する人を第三者に与えるという､他人を幸福

のために果たすべき｢義務｣を果たすのである21｡

特に『生きるよろこび』のポーリーヌの心理ドラマは､ダニエルのそれと

非常によく似た特徴を有している｡ポーリーヌは､自分の財産などあらゆる

ものを他人のために放棄していくが､最大の犠牲的行為は､愛するラザール

を恋敵のルイーズと結婚させることである｡ジャンヌのために献身した挙句､

彼女を親友に譲ることになるダニエルと同様に､ポーリーヌもさまざまな形

でラザールに尽くすが､彼はルイーズに接近する｡そして､ポーリーヌが､

彼を幸せにするためには二人を結婚させるべきだと判断したその夜､嫉妬と

ともに彼女の｢肉体｣が反抗し､その内面で激しい葛藤が起きる｡

嫉妬の狂暴な怒りが彼女の前におぞましい性的なイメージを喚起し､その怒り

に揺さぶられ､彼女は長い間もだえ苦しんだ｡つねに､まず､血が彼女を激し

く駆り立てた｡それは､月日や思慮分別によっては静めることができない荒々

しさだった｡そして､彼女はひどい消耗状態に陥り､その肉体は疲労困優して

いた22｡

怒りが沈静化したのち､ポーリーヌは理性的に考えた末に､やはりラザー

ルとルイーズの結婚が妥当だという結論に達する｡そして､夜明けには､深

い安らぎとともに､彼女は､『死せる女の願い』の主人公の到達した｢無限か

つ絶対的な愛の領域｣と似たような境地に至る｡

かつて､これほど軽やかで､高尚で､超然とした気持ちになったことがなかっ

た｡すべてが終わった｡彼女はエゴイズムの束縛を断ち切った｡もう何にも誰

にも期待しない｡そして､彼女の奥底には､犠牲的行為の微妙な快楽があった｡

(中略)それは､他者への愛の最高の段階だった｡つまり､自らの存在を消す

こと､十分に与えたと思うことなしに､すべてのものを与えること､自分が作

り出さず共有もしない至福を喜ぶほどに愛することである23｡

21この点に関しては､乃′d.,pp.279-281を参照のこと｡
22zola,LaJoiedevivre,inLesRougonrMacquart,ed･Cit･,t･III,1964,P･1030･

23麒d･,p･1031･
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こうして､ダニエルと同じような経過をたどって｢他者への愛の最高の段階｣

に達したポーリーヌは､ラザールとルイーズを説得して結婚させ､自己犠牲

を成就する｡しかし『生きるよろこび』のヒロインにおいては､ダニエルや

アンジェリックとは異なり､神秘的な働きによって｢肉体｣つまり｢獣性｣

が消滅することはなく､物語の最後で死ぬわけでもない｡ポーリーヌは内的

葛藤をもたらす｢リビドー｣とともに生き続ける｡そしてラザールとルイー

ズの結婚式当日の夜が､その葛藤のクライマックスとなる｡

マゾヒズム

その夜､嫉妬に苦しむポーリーヌは､自分の生理出血を見て､その虚しさ

に絶望し､発作的に自らの肉体をハサミで切り刻みたいという衝動にかられ

る24｡これは､ジャン･ポリが指摘するように､『獣人』の主人公を駆り立て

る殺人欲求と同じ｢リビドー｣と結びついた衝動といえるが25､彼女の場合は､

対象が他者ではなく自分自身である｡この自己破壊的な､いわばマゾヒスト

的な衝動は､先の引用文中に言及されていた彼女の奥底にある｢犠牲的行為

の微妙な快楽(1avoluptesubtiledusacrince)｣と連動しているように思われる｡

つまり､殉教者において苦痛と快楽が共存するといわれるように､ポーリー

ヌの自己犠牲は広い意味でのマゾヒズムと結びついている｡精神分析的な見

方からすると､彼女は､この倒錯的な快楽によって､満たされることのない

性的欲望の埋め合わせをしているともいえる｡同じように､『死せる女の願

い』の主人公の犠牲的行為も､マゾヒズムと関連付けて解釈することも可能

である｡

ダニエルは､ジャンヌの母親から与えられた使命のために身命をなげすて

る､まさに殉教者であり､先に見たように､愛するジャンヌを親友のジョル

ジュと結婚させる最後の自己犠牲によって､苦悶すると同時に｢崇高なやす

らぎ｣という神秘的な幸福感を味わうのである｡そして､彼には自虐的な傾

向がある｡例えば､ジャンヌがロランと結婚する時に､ダニエルは､嫉妬に

さいなまれながらも､｢抗しがたい欲望(und6sirirresistible)｣(88)に突き動

かされ､わざわざ結婚式の目を調べ､自らの苦しみを増加させる｡さらに式

24zola,LaJoiedevivre,ed･Cit･,P･1044･

25JeanBorie,Le取rantimide,lenaturalismedelaj占mmeau,沼ガヲsi∂cle,Klincksieck,1973,

pp.129-130を参照のこと｡
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の当日には､何かに駆り立てられるように会場である教会に赴き､その柱の

陰で｢彼は苦悶のあらゆる恐ろしさを経験する｣(88)｡このエピソードでは､

ダニエルの無意識のマゾヒズムが措かれているように思われる｡

ゾラの小説において､ダニエルのように､愛する人を第三者に奪われ､嫉

妬に苦しむ登場人物は数多いが26､その嫉妬の苦しみは､しばしば自虐的な

快楽へと変容していく｡例えば､処女長編『クロードの告白』(エαCo′痴∫∫わ月

滋C/α㍑滋,1865)の語り手であり主人公は､自分の愛人の裏切りを知ったの

ち､絶望とともに､マゾヒズムそのものといえるような恍惚感を抱く｡

彼女は私を引き裂くのだが､私は彼女を愛している｡彼女が私の肉体に差し込

むすべての針の切っ先ゆえに彼女を愛するのだ｡私は､自分自身に鞭を加えて

死んでいったというあの修道僧たちの苦痛に満ちた恍惚(1,extase douloureuse)

を感じる27｡

周知のように､『クロードの告白』は､ゾラの青年期の苦い体験を描いた自伝

的作品であり､クロードは若きゾラの分身といえる｡従って､この小説の主

人公がそうであるように､作家自身にもマゾヒスト的傾向があることが推察

できる｡そして､このような性向は他の登場人物にも見出せる｡

例えば『ルーゴン=マッカール叢書』の第9巻『ナナ』(〃α乃α,1880)のミ

ュファ伯爵も､愛する女性に虐げられることに宗教的恍惚を感じる人物であ

る｡伯爵は､厳格な宗教教育を受けた禁欲的な男性だったが､40才にしてナ

ナに惑溺し､彼女に翻弄され､ついには､彼女の気まぐれによって､足蹴に

され､軍陣で打たれるまでになる｡その時､彼は｢乱に刺され､糞を食らう聖

者のことをぼんやりと思い出しながら28｣､その屈辱に身を任せ､もっと堕落

したいと願うのである｡そして､ナナに捨てられた後､ミュファ伯爵は再び

宗教の厳しい戒律に従うようになるが､それは､宗教の恍惚感が､ナナが与

26

このような三角関係は､特に『ルーゴン=マッカール叢書』以前の初期小説群の中

心的なテーマとなっている｡『死せる女の願い』以外にも､『クロードの告白』､『テレ

ーズ･ラカン』､『マドレーヌ･フェラ』(ルねdeJe加鞘r叫1868)において､心身とも脆
弱で女性的な繊細さをもつ男性が､力強く精力旺盛な男性によって､妻あるいは恋人

を横取りされるという構図が見出される｡とりわけ『マドレーヌ･フェラ』に関して､

この強い男性を､精神分析的に､母親から子供を引き離す父親のイメージとして解釈

する研究がある｡この点に関しては､JohnC.Lapp,QP.Cit.,P.112sq､JeanBorie,2blaetles

nv)thesoudelanaus∂eausalut,ed.cit.,P.74sqを参照のこと｡
27zola,LaCop腑ssiondeClaude,inauvrescompl∂tes,ed.cit.,t.I,1962,PP.95-96.
28zola,Nana,inLesRougon-Macquart,6d･Cit･,t･11,1961,P･1460･
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える官能的快楽に取って代わったに過ぎない｡｢教会の奥で冷たい敷石に脆

くと､彼の存在の暗い欲望が満たされ､かつての官能の喜び､彼の筋肉の痙

攣､甘美な知性の揺らぎを再び見出した29｣｡伯爵にとって､ナナの性の全能

は神のそれと同じであり､両者とも､彼を忘我の恍惚状態へ導くのである｡

ジャック･ノワレは､ゾラの作品のなかで｢犠牲｣のテーマが多い理由と

して､キリストの受難神話の記憶､ユゴーなどのロマン主義文学やメロドラ

マ的な大衆文学の影響､あるいは､自然主義小説の｢世俗化した｣世界で､

宗教的で崇高なドラマを生み出すことができるという､このテーマ自体の文

学的効果を指摘している30｡しかし､ゾラの｢犠牲｣の主題への愛着は､と

りわけ､作家自身のマゾヒスト的性向と強く結びついているのではないだろ

うか｡つまり､｢犠牲｣を強いられる登場人物の苦しみは､ゾラの倒錯的欲望

の無意識的な投影だと考えられるのである｡

おわりに

19世紀の｢ロマン=フィユトン｣は､商業的な必要性から､非常な速さで

執筆されたために､多くの場合､文体が粗雑で､紋切型が多用され､偶然を

利用した安易なストーリーになっているが､他方では､その書くスピードの

速さゆえに､シュールレアリストが｢自動記述法｣(ecritureautomatique)によ

って目指したように､作者の無意識的な幻想やイメージが自ずから表出する

という傾向もある31｡このような特徴は､『死せる女の願い』にも見出せるよ

うに思われる｡この作品では､大衆小説の紋切型を多用する一方で､作家の

ロマネスクな想像力が､特定の文学理論にとらわれない､無造作にあるいは

無意識的に展開されている｡その結果､ゾラの想像力の深い部分と結びつい

た主題系が､技巧的に洗練されない状態で､いわば､加工されない原石のま

まで提示されている｡実際､『死せる女の願い』は､｢情念と義務の戦い｣や

｢自己犠牲｣のテーマ以外にも､生命の活力を再生させる母なる自然52､登

29乃紘,P･1465･

30JacquesNoiray,(くDeLaCopd邑ssiondeClaudeaJ'accLiSe:fbrmesetsign用cationsdu

SaCri丘cedansl'∝uVred'EmileZola〉〉,art.Cit.,P.283.

31この点に関しては､L.Queffelec,QP.Cit.,P.40を参照のこと｡

52ジャンヌは､『ナナ』のヒロインがそうであるように､田舎の美しい別荘地で都会の

社交界生活で失われた若さと活力を取り戻す｡この点に関してはColetteBecker,叩.C∫Jっ

p.290を参照のこと｡また､『生きるよろこび』のポーリーヌが､ノルマンディの海に
身を任せ､｢大きな潮流を肉体に感じて､心臓の鼓動を整えてくれる激しい運動の喜び
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場人物の行動を支配する固定観念の存在33などの､ゾラのその後の作品の基

調となるもろもろの要素を内包している｡

これまで見てきたように､『死せる女の願い』では､大衆小説的な｢犠牲的

行為｣というテーマが､性的本能の｢昇華｣やマゾヒスト的欲望といったゾラ

特有の主題系と結びついているが､彼の小説の魅力のひとつは､このような､

ある種の通俗性と作家独自の想像ノJの融合にあるように思われる｡例えば､

『ルーゴン=マッカール叢書』の第11巻『ボヌール･デ･ダム百貨店』(』〟

月0〃カe㍑rde∫加椚e∫,1883)においては､ヒロインの極めてメロドラマ的なサ

クセス･ストーリーが､オリジナリティ溢れるデパートの叙事詩的､象徴的

描写を背景に展開される｡また､『ブヴアールとペキュシュ』(β0㍑Vαd eg

P∂c㍑Cゐe才)のような筋らしい筋のない小説を書くに至ったフローベールとは

対照的に､ゾラは､一貫して､読者を惹きつけるストーリーと劇的なクライ

マックスを備えた｢伝統的｣小説を書き続け､特に後期の小説は､善悪二元

論的な構成やセンチメンタリズムなどの通俗小説的な色合いを強めていく｡

この傾向は､彼のほとんどの小説が､単行本になる前に日刊の大衆紙に連載

されていることと密接に関連しているように思われるが34､いずれにせよ､

ゾラと同時代の｢ロマン=フィユトン｣などの大衆小説との関係は無視でき

ないものであり､今後さらに研究すべき課題であろう｡

を味わう｣(Zola,LaJoiedevivre,6d.cit.,P.871)のと同様に､ダニエルは､｢愛する地

中海の寄せては返す波のなかで､無限の休息｣(89)を味わうことで精神的に癒される｡

33ダニエルにとって､死んだ恩人のブランシュから与えられた使命は､ある意味では

｢固定観念｣であって､彼は内面から聞こえてくるブランシュの｢声(voix)｣(65,89)

に従って行動する｡

34例外としては､最初から単行本で出版された『クロードの告白』､サンクトペテルブ

ルグの月刊誌『ヨーロッパ通信』(上e｣けe∫∫昭erde/甘〟′Ⅵ)e)に連載された『ムーレ神父

のあやまち』(上αfblJfede/ノαム占∂〟0㍑reり875)､月2回発行の絵入り雑誌『ルヴユ･イ

リュストレ』(上α月ev〟e～肋∫f7イ占e)に発表された『夢』がある｡
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